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平成23年度版「わくわく 算数」観点別特色一覧表

(1)学習指導要領への対応

	項目
	観　点
	特　色
	事　例

	1
目
標
と
取
り
扱
い
内
容
	①学習指導要領改訂の趣旨を踏まえ，教科書の編集は大幅に見直されているか。


	①算数的知識・技能を確実に身に付けさせるとともに，数学的な思考力・表現力の育成を図るために，児童が教科書を見ながら自学したり，自分の考えを他に説明し伝え合ったりする授業が充実するよう，教科書を構成・展開しました。
	●知識・技能の習得とそれらを活用するための思考力・表現力等を確実に育成するための学び方を，児童も指導者もしっかり意識できるよう，習得のページと活用のページを分かりやすく区別しました。

【例】習得のページ：青色のタイトルや枠，活用のページ：緑色のタイトルや枠　

●新しい知識・技能を獲得する際にも学び方が重要であるため，全ての学年の巻頭に「学習の進め方」を明示し，「問題→自力解決→話し合い→まとめ・発展」という授業の流れを常に意識できるようにしました。

【例】第2～6学年 上巻p.4-5

●考える場面では「楽しく価値ある算数的活動の設定」や思考の助けとなる「図や表，式などの提示」，また話し合いの場面では「根拠や手順などを説明する活動」の設定などを通して思考力・表現力の育成を重視しました。【例】1年p.102／2下p.72-73／3上p.59／4上p.32-33／4下36-37／5上p.33／6上p.24-25　など

	
	②算数教育の目標をどのようにとらえて編集されているか。
	②児童の主体性を育み，知的活動力を最大限に伸ばすことを基本目標にすえて，次の3点を具体的な目標として設定しています。

●生活していく上で基礎となる算数的知識・技能を習得できるようにすること。
●筋道を立てて考える力を育て，ものごとを合理的に処理できるようにすること。
●新しいものごとを理解し，創造する能力と態度を養うこと。
	●日常の事象を基に興味関心や問題意識を高める場の提示とともに，児童が自ら考えたり調べたりすることを通して新しい知識・技能を獲得させ，「たしかめ道場」(評価)や「練習」「もっと練習」などを位置づけて，それらの確実な定着に向けて個に応じた対応ができるようにしています。練習のページや問題数も増やしました。

【例】2上～6下 巻末「もっと練習」　
●本文の問題における考える場面の設定はもとより，筋道立てて考える力を一層高めるために「考えを広めよう，深めよう」を系統立てて位置づけ，思考法や考えることに役立つ道具(図や表など)を強調しました。

【例】2上ｐ.52-55／3上p.42-44／3下p.51-53／4上p.34-35／5上p.60-61／6上p.88-89　など

●算数的な知識・技能を実感的に理解させるとともに，創造性を培うためにこれらを活かす場を多く設定しました。「学びをいかそう」のタイトルで，本文中には数カ所，巻末には「もっと学びをいかそう」など，「算数のまど」と称して様々な素材を扱った豊かな「学びをいかす活動」を設けました。

【例】3上p.76-77，5上p.82-83（算数の自由研究）／1年p.146-147，6下p.60-61（よみとる算数）／2上p.116-117，4下p.118-119（算数のまど）など

	
	③児童が目的意識をもって主体的に取り組む算数的活動が積極的に取り入れられているか。


	③作業的・体験的活動や算数の問題について解いたり，算数の知識を発展的・応用的に考えたりする活動，考えたことを表現したり説明したりする活動などを積極的に取り入れています。
	●実際の作業を想定している箇所には児童の活動的な写真を使ったり，その活動の結果が記せるように適宜書き込みのスペースを設けたりしました。また「学びをいかそう」の活用場面の中でも，活動を意識したページについては「やってみよう」「さがしてみよう」という名称を付しました。
【例】1年p.30-33，78-83／2下p.62-66／3下p.28-33／4下p.76-82／5上p.62-63,67／6下p.52　など
●考えたことを表現したり説明する活動については,問題文の中に「考え方を説明しましょう」と示したり，「計算の仕方を声に出していう活動」や「筆算の間違いを説明する活動」を扱ったりしました。

【例】1年p.96-97／2上p.20-21，p.50-51／3上p.51，56，58／4上p.26，106／5上p.35,49　など

	
	④基礎的・基本的な知識や技能が確実に身につくように配慮されているか。
	④既習の学びから，新しい課題を解決する過程を経て知識・技能を獲得させるとともに，繰り返し学習などのスパイラルな学習を通して確実な定着ができるように配慮しました。

	●第2学年以降大半の単元の直前に，その素地となる前学年での内容やこれまでの学びを「準備運動」として位置づけ，新しい学習で必要な既習事項の定着度を事前に確認するためのレディネスチェックの機会を設けました。
【例】2上p.17「たし算とひき算」(p.18～)の前に素地となる「繰り上がりのあるたし算・繰り下がりのあるひき算」(第1学年の内容)を扱う／５上p.15「体積」(p.16～)の前に「長方形・正方形の面積」(第4学年の内容)を扱う　など

●適宜〈復習〉を設定して，その学年や1つ前の学年の内容だけでなく，習熟が必要な計算問題などはさらに前の学年の内容を出題したり，「…を説明しましょう」などの思考力・表現力を問うものを含めたりしました。

　【例】4上p.36，79／5上p.42，55　など
●本文ページの練習問題の数を増やし，さらに巻末にも「もっと練習」というページを設けて授業の進度に応じて柔軟に利用できるようにしました。
【例】1年p.153-155／2上～6下 巻末「もっと練習」

	
	⑤見通しをもち，筋道立てて考えるなどの数理的な思考力・表現力が育つように配慮されているか。
	⑤問題解決の学習を基本とした展開にするととともに，解決に役立つ確かな思考法を強調し，説明し学び合う活動を重視して，論理的な思考力・表現力を伸ばすように配慮しています。
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●各単元の導入時には，子どもたちが疑問に思ったこと[　　]，やってみたいこと[　　]等を喚起させ，既習事項と関連づけながら「課題設定」し，新しい学習について考えていけるようにしました。
【例】2上p.28-29／3下p.13／4下p.2-3／5上p.62-63／6上p.61　など
●「考えを広めよう，深めよう」を設定し，問題解決に役立つ考え方（思考法）を取り上げ，筋道立てて考える力が身につくように配慮しました。その際，思考の道具となる基礎操作(図の利用の仕方，図のかき方)を丁寧に扱い，児童自身がこれを実際に使い思考力・表現力を身に付けられるようにしました。
【例】2上p.52-55，101-103／3上p.42-44／3下p.88-89／5上p.146-147　など
●解決に至る過程や考え方を説明する問題を本文で取り上げるとともに，「みんなで話しあいましょう」「買えますか？買えませんか？(判断し，そのわけを説明する)」「「どんな計算になるのかな（演算決定のわけを説明する）」などのコーナーを設定し，筋道立てて考え，表現する力が育つよう配慮しました。
【例】2上p.14-15，5上p.12-13／1年p.130-131／3上p.30-31／6上p.86-87　など
●「学習の感想」を書かせる場を設け（第1学年は話す形態），自分の考えをまとめ，表現する力が育成出来るように配慮しました。「たしかめ道場(評価のページ)」に感想を書かせる問題を位置づけたとともに，第2学年以降は本文にも各時間の「感想」を，1単元に1例程度示しました。適宜この活動を行なうことにより，ノートにまとめたり，レポートなどを作成したりする際にも役立つようにしています。
　【例】1年p.63／2下p.66／3上p.55／4上p.18／5下p.13／6上p.23　など

	
	⑥進んで生活や学習に活用しようとする態度が育つように配慮されているか。

	⑥身に付けた算数的な知識を総合的に活用する場面を設け，活用しようとする態度の育成を図りました。
	●活用のページである「学びをいかそう」のページには「やってみよう（作業的な活動）」「さがしてみよう（身の回りからの算数探し）」「算数の自由研究」などの場があるとともに，「よみとる算数（資料や長文の読み取り）」や「見積もりを使って」など，総合的に算数を様々な場面で活用するコーナーを設けています。
【例】2下p.33，3下p.47，5上p.20／4上p.80-81,128-129／1年p.64-65,146-147，3下p.86-87,116-117，5上p.120-121，134-135／4下p.14-15，116-117，5下p.36-37，104-105，6下p.34-35,114-115　など

	2
指
導
計
画
と
指
導
上
の
配

慮
	①児童の日常生活における様々な経験と関連させ，算数のおもしろさや数理的な処理のよさに気づく学習が展開できるよう配慮されているか。
	①自分で体験したり考えたり調べたりして，算数がわかったときの喜びやおもしろさを味わうことを大切にし，価値ある算数的活動を積極的に取り入れています。
	●子どもの生活経験を重視して，単元導入時には子どもたちに身近な題材を写真やイラストなどを示したり，解決の必要感が持てる題材を取り上げたりして，学習内容への興味がわくようにしました。
【例】2上p.6-7／2下p.61-62／3上p.32／3下p.58／4上p.38-39／4下p.76／5上p.6-7／5下p.30-31／
6上p.96／6下p.38-39　など

	
	②既習内容の継続的な学習の場や習熟・定着を図る機会を設けるよう配慮されているか。また，学年間の指導内容を円滑に接続させるための適切な反復ができるよう配慮されているか。
	②基礎的・基本的な内容は理解が深まるよう継続的に取り扱うように配慮しています。
	●各単元の導入時や適宜小単元の導入時には，既習事項との関連をふまえながら，児童自らが見通しを持って新しい学習課題を設定できるようにしました。また，大半の単元では直前に，その素地となる前学年での内容やこれまでの学びを「準備運動」として位置づけ，レディネスチェックの機会を設けました。
●適宜〈復習〉を設定して，その学年や1つ前の学年のものだけでなく，習熟が必要な計算問題などはさらに前の学年の内容を出題したり，「…を説明しましょう」などの思考力・表現力を問うものを含めたりしました。
●本文ページの練習問題の数を増やし，さらに巻末にも「もっと練習」というページを設けて授業の進度に応じて柔軟に利用できるようにしました。

	
	③子どもたち自身の自己評価や相互評価など，評価活動についての配慮はなされているか。
	③指導者の立場からは4つの観点からの評価に役立つページ，また，学習者の立場からは自己評価や相互評価に役立つページを設定しています。
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●各時間，主問題[　　]を学習した後（若干発展させた問題[　　]がある場合もある），練習題[　　]を設定し定着度を確認できるようにしています。なお，基本の問題には小問の○の中に青色の網掛けをしています。（［　　］に関連した練習問題には小さな□，［　　］に関連した練習問題には小さな△を付けています。）
【例】2上p.93／3下p.82／4上p.102　など
●各巻末には「もっと練習」を設け，練習題と同じ型の問題を取り上げました。また，解答を掲載し，自己評価や相互評価ができるように配慮しました。

【例】2上～6下 巻末「もっと練習」
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●各単元末には評価活動を意図した〈たしかめ道場〉を設定し，観点別に評価問題を取り上げました。そこでは，〈ふりカエル〉マーク[　　　]で関連する本文のページにフィードバックして，学習内容が確実に身につくようにしました。また，第4学年以上は〈たしかめ道場〉の解答を掲載し，自己評価や相互評価ができるように配慮しました。
　【例】2上p.26-27／4上p.94-95，139／6下p.33，123　など
●〈たしかめ道場〉には「学習の感想」を書く問題（第1学年は話す形態）を設定し，情意面の評価にも役立つように配慮しました。なお，感想のかき方指導を上巻の早い単元の〈たしかめ道場〉で行うようにしています。
【例】1年p.63／2上p.27／3上p.29／5上p.11　など

	
	④様々な情報の中から必要な情報を抽出するなど情報処理能力を育てる配慮がされているか。
	④多種の情報の中から必要な情報を取り出して的確に解釈し，関連づけるなどして，問題を解決する力がつくように配慮しました。
	●「よみとる算数」のページを各学年２カ所ずつ取り上げ，資料の読み取りと長文の読み取りの2種類を扱いました。情報を適切に解釈し，取捨選択し，また関連づけるなどの力を養えるように配慮しました。
【例】1年p.64-65,146-147／3上p.104-105，124-125／3下p.86-87，116-117／5上p.120-121，134-135／5下p.88-89，106-107　など

	
	⑤いくつかの領域の内容を関連付けて活用する配慮がされているか。
	⑤複数の領域にまたがる問題を設定し，総合的にとらえて解決する活用の場面を設定しました。
	●「よみとる算数」では，いくつかの領域にまたがる教材を取り上げ，既習の知識を使って総合的に問題を解決できるような問題を扱っています。

【例】2上p.74-75，124-125／6下p.60-61，118-119　など

	
	⑥道徳の時間などとの関連について，算数科の特質に応じた配慮がされているか。
	⑥教育基本法第2条を基に，各学年でそれにふさわしい内容を適宜扱いました。
	●｢算数のとびら｣のコーナーでは，相手の発言を聞いたり相手の気持ちを尊重したりするなど人間関係を深める活動を通して豊かな情操と道徳心を養えるようにしました。

●児童が他者との話し合いを通じて協力することやその中に積極的に参加することの大切さを｢みんなで話しあいましょう｣のコーナーで示しました。

【例】2上p.14／3上p.40／4上p.32／5上p.12／6上p.24　
●公の場で発表したり話し合ったりする場面での言葉は吹き出しで示していますが，この言葉使いを「です・ます」調にしました。また，単元名，課題設定やたしかめの問題などの問題文も，丁寧な言葉使いを使用しています。

【例】2上p.18，26／6上p.6-7，22　など


(2)新しい教育の方向への対応

	項目
	観　点
	特　色
	事　例

	1
確
か
な
学
力
へ
の
対
応
	①算数の教材を単発的に扱わず，「確かな学力」が身につくよう，発達段階をふまえて系統的に扱っているか。
	①知識や技能の定着とともに，ものの見方や考え方，既習の内容を活用し新しい問題を解決する力を重視して，それらを系統的に扱い，確実に身につくように配慮しています。
	●各単元の導入時や適宜小単元の導入時には，既習事項との関連をふまえながら，児童自らが見通しを持って新しい学習課題を設定できるようにしました。また，大半の単元では直前に，その素地となる前学年での内容やこれまでの学びを確認できる「準備運動」を設けました。
●第4学年以上には，ページの右側にライトスペースを設け，解決のきっかけとなる言葉［きっかけ］や解決した後のふりかえりの言葉［ふりかえり］，さらには発展させる考え方などを系統的に明示し，児童が今後の問題解決において自らこれらの考えを活用し，自力解決できるようにしています。また，その手助けとして，学習の｢きっかけ｣や｢ふりかえり｣の中で，特によく使う考え方には「にている」「きまり」「もどる」「かんたん」のロゴを付けて強調しています。

【例】4下p.41／5上p.47／6上p.66　など

	
	
	
	●全国学力状況調査問題を研究・分析し，基礎・基本の問題については学年を超えて繰り返し扱ったり，活用の問題についてはふさわしい箇所で扱うなど，児童のつまずきやすい部分に配慮しました。

【例】4上p.94⑤，p.95⑥　など

	
	②知識・技能などの定着や維持が図れるように配慮されているか。
	②基礎的・基本的な内容については新内容の学習の場で繰り返し活用したり，適宜繰り返し練習したりする場を設け，定着・維持を図っています。
	●各単元の問題は既習事項をふり返りながら新しい知識・技能をつくり出す算数的活動を通して，理解の定着と維持ができるように展開しています。

【例】2上p.20／3下p.17／4下p.89／5下p.5／6上p.110　など
●各単元末の〈たしかめ道場〉で，観点別に評価問題を設定したり，ふりカエル[　　　]で本文の該当ページを示したりすることで基礎・基本が確実に身につくように配慮しました。

【例】2下p.34／3上p.58／5上p.27　など
●数単元毎の〈復習〉や毎時の練習問題に加え，巻末に「もっと練習」を設けています。


	
	③自分で考え，自分で解決する力を伸ばす教材が適切に扱われているか。
	③子どもが自分で考えて解決する教材を取り扱うとともに，これを支援する工夫を多く設けて，自力解決の力を伸ばせるよう配慮しました。
	●新しい内容の学習においては主問題[　　]や［　　］の問題は児童自らが考えることを基本とし，解決に至る過程やその理由などを友達に伝え合い説明するという流れで展開するように構成しています。その中で，多様な考え方や図，表などを児童が思考の道具として使えるよう提示し，自力解決を支援しています。

【例】3下p.72／4上p.91／5上p.76-77　など
●〈考えを広めよう，深めよう〉（思考法）では，さらに数学的に大切な考え方を含む問題を扱うとともに，解決の際に有効にはたらく図や表等のかき方を系統的に取り扱い，児童が解決に活用できるよう意図しました。
●第2学年以降の各上下巻の巻末に,学んだ定義などをまとめて掲載し，児童がいつでもふりかえられるよう支援しました。

【例】2上p.136／4下p.130／6下p.124　など

	
	④思考力・判断力・表現力等が育つよう配慮されているか。

	④知識・技能・考え方を活用する場面を設定するとともに，その過程について根拠や手順等を説明する場面の設定や思考力・判断力・表現力等が段階を追って育つよう配慮しました。
	●活用のページである「学びをいかそう」は，「やってみよう（作業的な活動）」「さがしてみよう(日常生活との関わり)」「算数の自由研究」「よみとる算数」や「みんなで話しあいましょう」「どんな計算になるのかな（わけを説明する活動）」）「買えますか？買えませんか？（判断し，そのわけを説明をする活動」）などの内容で構成し，思考力・判断力・表現力を育成する場として位置づけました。
●特に説明し合い伝え合う力の育成に鑑み，話し合いの活動の仕方を各学年の早い時期に指導するとともに，例えば第1学年では，まず「感想を友達に話す」，次に「計算の仕方を説明する」，最後に「演算決定のわけを説明する」というように単元を追って丁寧に系統的な指導を行うようにしています。また，第2学年以降の「わけを説明する活動」では，重要な箇所においてノート形式の書き込み枠を設けました。なお，ノート形式で，表現するときの見本を示すことで，ノートにまとめる際やレポートを作成する際にも役立つようにしています。
　【例】1年p.63，80，96，106-107／2上p.14-15，56-57，70-71／6上p.24-25，120-121　など

	2
学
習
指
導
法
の
改
善
	①少人数学習・習熟度別学習など個々の児童の理解の程度に応じた学習への配慮はされているか。


	①児童の興味・関心や進度等に応じて柔軟に扱える教材を用意するなど，個に応じた学習が進められるよう教材を工夫しています。
	●教科書を〈本編〉(必修内容)と〈算数のまど〉(選択内容)の2部構成としました。〈算数のまど〉には，少人数学習や習熟度別学習としても扱える学習課題として，〈「もっと練習」や「ステップ」(学習内容を補充する問題)や「ジャンプ」（さらに深める問題）などを取り上げ，個に応じて課題を選択して学習を進められるようにしました。【例】2上p.108-109／4上p.116-117／5下p.98-99　など
●各学年の指導要領に示されていない内容については，第1学年から各学年に［　　　｣を付して数カ所提示し，児童の興味・関心に応じて学習が進められるようにしました。
【例】1年p.134／2下p.107／3上p.119／3下p.107／4上p.47／5上p.97／6上p.92-93／6下p.8など
●特定の考え方や方法を押し付けることなく，多様な考えを引き出せるように複数の考えを取り上げ，より理解が深まるように配慮しました。
【例】3下p.72／4上p.76／5下p.4など

	
	②家庭学習など児童が自学自習できるよう配慮されているか。

	②毎日の家庭学習の他に，夏休みに取り組む家庭学習にも配慮しています。
	●第2学年以降の夏休み直前の時期にあたる箇所に「算数の自由研究」のコーナーを設け，巻末の「夏休みの算数の自由研究」のページとリンクさせて，児童が色々な自由研究に取り組み，自主的にまとめたり発表したりできるように配慮しています。また，各学年に「コラム」を設け，探究のきっかけとなるような吹き出しや言葉を入れ，これも「夏休みの算数の自由研究」にリンクするようにしています。

【例】4上p.80-81，128-129／4上p.42，47，113　など

●「たしかめ道場」における自己評価とふりカエル[　　　]の利用や関連する「練習」「もっと練習」（リンク先を明示）の利用により，家庭においても児童が繰り返し自学できるよう配慮しています。

	
	③多様なカリキュラムへの対応も配慮されているか。

	③3学期制はもとより，2学期制など柔軟なカリキュラムへも対応できるように配当時間数および単元の配列を配慮しています。
	●くり返し練習や補充・発展学習にあてられるように，余裕をもたせて各学期の時間を配当しました。また，学期末には〈復習〉などを設定し，学期のまとめとして扱えるように配慮しました。

●2学期制では，基本的には1学期に上巻，2学期に下巻を扱えるようにしています。


(3)教科書の構成上の工夫

	項目
	観　点
	特　色
	事　例

	1
内
容
の
程
度
	①本文や練習問題などの程度，展開は児童の発達段階に適合しているか。
	①本文の内容は，基礎的・基本的なものを取り上げ，記述および展開についても発達段階を考慮しています。
	●児童の心理面を勘案して，低学年では必要以上に多様な考え方を取り上げないなどの配慮をしました。逆に，高学年では，複数の考え方を示し，それらを比較検討することを通して理解を深めていく展開を随所に取り入れました。
【例】1年p.78～82，94～98／5下p.3～5，8～9　など


	
	②技術的・技能的な教材においても，思考力・表現力を伸ばすよう工夫しているか。
	②技能面の定着を図る教材においても，思考力を伸ばすことができるよう配慮しています。
	●筆算は数字の処理（アルゴリズム）だけで答えを導ける非常に効率的で便利な計算方法ですが，数字だけを処理の対象とするために大きな間違いをする危険性もあります。そのため，見積もり・暗算のような量感を伴う計算も適切に扱っています。
【例】2上p.20，24／3上p.74-75／4上p.22　など

●特に生活との関連性をもたせ，第4学年における「概数」や「見積もり」の学習以前に，第1学年～第3学年において，品物がある金額で買えるか否かを判断する力やわけを説明する力を伸ばすために「買えますか？買えませんか？」のコーナーを各1カ所ずつ設定しました。さらに第4学年以降は「概数」や「見積もり」を活用し，総合的な判断や計画を行う「見積もりを使って」のコーナーを各学年に2カ所ずつ設定しました。
　【例】1年p.130-131／2上p.73／3上p.59／4下p.14-15,116-117／5下p.36-37,104-105／6下p.34-35,114-115
●整数や小数・分数の計算にかかわっては，演算を判断するための言葉や図などを吹き出しの形で提示し，計算の意味理解が深められるように配慮しました。
【例】2上p.18／3上p.46／3下p.13／4上p.20,97／5上p.33,　47／6上p.28，42　など

	
	③身に付けた算数を生活や学習に活用することについてはどのように配慮されているか。

	③学びをいかす，さらに学びをいかすという活用の内容であることが習得のページとは区別して一目で分かるように設定しました。
	●本文に「学びをいかそう」のページを設定し「やってみよう（作業的な活動）」「さがしてみよう（身の回りからの算数探し）」「算数の自由研究」や「よみとる算数（資料や長文の読み取り）」や「見積もりを使って」など，総合的に算数を様々な場面で活用するコーナーを設けています。

●巻末に〈算数のまど〉を設定し「学びをいかそう」とともに「もっと学びをいかそう」を加え,興味・関心に応じて，課題を選択しながら学習が進められるようにしました。なお，〈算数のまど〉は，個に応じた柔軟な扱いができるように時間配当はしていません。【例】2年上p.108,109　など
●指導要領の範囲外の内容についても，第1学年から各学年に［　　　｣を付して数カ所提示し，児童の興味・関心に応じて学習が進められるようにしました。
　【例】1年p.134／2下p.107／3上p.119／3下p.107／4上p.47／5上p.97／6上p.92-93／6下p.8など

	
	④練習問題等の程度は適切か。
	④練習題は，基礎的・基本的な内容に重点をおくとともに，個に応じて必要な練習ができるよう，さらに問題を用意しました。
	●［　 ］の問題(練習問題)で基礎的・基本的な内容を確実に理解できているかどうかを評価して，巻末の［もっと練習］を個に応じて柔軟に利用できるように配慮しました。

	2
組
織
・
配
列
	①後の学習に必要となる内容を事前にきちんと扱っておくなど系統性はしっかりしているか。
	①新しい内容を展開する際に必要な内容を明らかにし，系統性に配慮した単元配列にしています。
	●かけ算九九を構成する際やさらに大きな数のかけ算やわり算がスムーズに計算できるためには，18＋3のような計算は暗算でできることが必要です。例えば18+3は，3の段の九九構成やさらに36×6，250÷36等の筆算で必要です。そこでこのような暗算は自然に念頭処理ができるよう早期に配置しました。【例】2上p.18-21

●5年の円周率の学習で必要となる「÷3.14」の計算に向けて，4年の小数のわり算では「÷314」など3桁でわる計算を扱っています。【例】4上p.105
●テープ図や線分図など問題解決の際に思考の道具として有効にはたらく図のかき方についても，〈考えを広めよう，深めよう＞の中で，学年を追って系統的に扱いました。

	
	②教科書で取り上げる指導時期について，領域全体のバランスや児童の発達段階が配慮されているか。
	②内容の系統性だけでなく，習熟に要する時間や季節などにも考慮して設定しています。
	●児童の興味の持続性を考慮し，同一領域の内容が何単元も続かないように配慮しました。
【例】2下「かけ算（1）」「かけ算（2）」→「三角形と四角形」→「九九のきまり」　という配列など
●習熟の時間を確保するため，2つの単元に分けて時期をずらすことで練習の機会を増やすなどの配慮をしました。
　【例】1年「たし算(2)」→「形づくり」→「ひき算(2）」　という配列など
●屋外の活動や水を使う教材は暖かい時期に設定するなど扱う季節に配慮しました。また，学年の最初はできるだけ楽しく学習できる内容や指導者の準備などに負担が少ないものを取り上げるなどの配慮をしました。
【例】1年p.69／2上p.76「水のかさくらべ」／3上p.86「巻き尺を使って」　などは暖かな季節に

	
	③各単元は児童の主体的な問題解決学習を促すよう配慮されているか。
	③各単元の展開は，課題の発見・設定→解決の見通しと解決→話し合い→まとめ・発展という一連の学習活動の中で算数的な活動を充実させ，児童の自力解決を支援する展開になっています。
	●各単元では，子どもたちが疑問に思ったこと，やってみたいことなどを喚起させて，〈課題設定〉し，学習のめあてを明確にもちながら算数的な活動ができるように工夫をしました。
●各時間の展開で重要となる問題解決のためのヒント(考え方や図,表などの思考のための道具)やよく使う考え方(｢にている｣｢きまり｣｢もどる｣｢かんたん｣)を提示したり，説明する活動のための段階を追った指導やノート形式の書き込み枠の設定等を行ったりして，児童が主体的に学習を進められるように配慮しました。

	
	④学年間の指導内容の連携や，中学校数学との連携については配慮されているか。

	④小学校における指導内容の系統性とともに，中学校への円滑な接続　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にも配慮しました。
	●新しい内容に必要な学習内容についてはそれ以前に学習できるよう学年内の単元配列を行っています。

●中学校において生徒につまずきが多く見られる文字式に関して，小学校では今回学習指導要領改訂で「□を使った式」(第3学年)や「文字式」（第6学年）が位置づきましたが，これについて第1学年～6学年を見通し系統的に展開しています。
【例】1,2年:□に色々な数字カードを当てはめる（9+□,9-□,4×□など）→3年：□を使った式→4年；言葉の式や表から□を使った式→5年：表から□,△を使った式→6年：文字式
●第5，6学年では中学校数学へつながる内容については，該当する箇所に「数学へのとびら」のマークを付けて

います。また，6年下巻末には，中学校数学で学ぶ内容を簡単に紹介しています。
【例】5上p.79，97／5下p.81／6上p.59，85，127，139／6下p.8，18，33，45，100-104，117

	3
分
量
・
時
間
	①各領域の配分は適切に振り分けられているか。
	①領域毎の内容は，学習効果が上げられるように，ページ数，時間数ともに適切に分配しています。
	●低学年ほど興味・関心の持続性を考慮して1つの単元のページを少なくし，高学年ほどページ数を多くしています。また，高学年では，関連する内容は同一の単元内で扱うことで，関連づけて理解ができるようにしています。

	
	②指導時数や発達段階に照らして，全体の分量や1時間毎の分量は適切か。
	②くり返し練習や復習，補充的・発展的な学習などの時間も確保できるように，標準指導時数よりも余裕を持たせた分量で構成しています。
	●復習を除く本文内容については，標準指導時数の約85％に相当する時間で学習を終えられるように余裕のあるカリキュラムで内容を構成し，くり返し練習や復習，補充的・発展的な活用の学習などにあてる時間を確保できるように配慮しました。復習を含めても約90％の時間で教えることができます。

	
	③練習や復習問題の分量は適切か。
	③練習，復習を計画的に設けることにより，基礎的・基本的な内容の習熟を図っています。
	●練習，復習については各学年20～30時間程度の時間をあて，学習内容の理解の定着と知識の持続が図れるように配慮しました。

●各巻末には「もっと練習」を設け，適宜柔軟に時間を使って補えるように配慮しました。

	4
素
材
	①知識・技能を活用する学習活動において，生活や他教科に活用する素材を扱うなどの工夫がされているか。

	①児童の日常生活や他教科との関連を考慮した素材を扱い，総合的な学習における探究活動も視野においた素材を扱っています。
	●〈よみとる算数〉では，児童の日常生活に密着した課題や社会科との関連，環境問題など今日的な課題を取り上げ，児童が自分で発展させ，総合的な学習にも展開できるように配慮しました。
【例】3上p.124-125／3下p.116-117／4下p.100-101／5下p.88-89　　など

●本文における問題についても，気温の変化，試合のチーム分け，ドレッシングづくりなど，社会，理科，家庭科，体育などの他教科に関連した素材を取り扱っています。
【例】4上p.60／5上p.86／6上p.61　など

	
	②地域的な偏りのない素材が選ばれているか。
	②素材は，特定の地域だけを集中的に取り上げることがないように，できるだけ広範囲にわたるよう配慮しています。
	●国内で取り上げた地域はほぼ全国にわたっています。
【例】4上p.72／4下p.2-3／5下p.55，56-57／6上p.16-17／6下p.19，60　など

	
	③人権やジェンダーなどへの配慮がされているか。
	③社会的な人権差別や性差別を助長することがないように，同和や色弱などの観点でも専門家に意見を伺いながら教材を選定しています。
	●登場するキャラクターなどの性別を明らかにしない，男女の言葉遣いを区別しない，女性は赤色，男性は青色といった固定的なイメージで性の区別をしないなどの配慮をしました。
●色彩はCUD(カラーユニバーサルデザイン)の観点から，色覚の個人差を問わず，色だけで判断する問題を避け，見分けることが困難な配色をしないなど，すべての児童が見やすくなる配慮をしました。

【例】1年p.5 数図ブロック／2上p.35問題1など
●現行の教科書と同様に拡大教科書を用意し，すべての児童が支障なく学習できるようにしています。

	
	④環境問題への配慮がされているか。

	④持続可能な開発のための教育(ESD)を推進するという観点から，特に環境の保全に寄与する態度を養うための教材を多数扱いました。
	●主に「よみとる算数」において環境保全に関する題材を設けました。

　【例】3下p.86-87／4下p.100-101　など
●第6学年下巻末に「地球と算数」を設け，地球温暖化をテーマにした内容を扱っています。

	
	⑤伝統文化の尊重への配慮がなされているか。
	⑤伝統文化を尊重するという立場にふさわしい内容を扱いました。
	●各学年の伝統文化の尊重にふさわしい内容を適宜＜コラム＞として扱うとともに，第2学年から第6学年には〈「昔の教科書」〉として緑表紙教科書の紹介を各一カ所ずつ取り上げました。
【例】2下p.67／3下p.49／4上p.47／5下p.41／6下p.19，114-117　など　

「昔の教科書」の紹介：2下p.69／3下p.85／4下p.75／5上p.85／6上p.92-93　など

	
	⑥ICT教育や国際理解教育への配慮がされているか。
	⑥ICT教育や国際理解教育に関連する素材を多数扱いました。
	●ICTの積極的な活用を促すため，紙面にコンピュータの利用を促す工夫をしました。

【例】4上p.110-111／5下p.58／6下p.116-117　など
●国際理解教育の一環として，積極的に海外の文化や状況を示す等の工夫をしました。これらをサポートするため，デジタル教科書や英訳教科書を用意しています。
【例】4上p.38-39，127／5上p.10／5下p.21，88-89／6下p.118-119　など

●ICT教育や国際理解教育をサポートするため，デジタル教科書や英訳教科書を用意しています。

	5
創
意
・
工
夫
	①授業や自学の場面で，教科書を有効に活用できるような工夫がされているか。
	①教科書を通して児童が学び方を身につけられるよう，授業はもちろん自学の際にも教科書を有効に活用できる構成にしています。
	●第2学年以降の上巻の巻頭に「教科書の使い方」「学習の進め方」を明示したページ設けて，児童が授業の流れを常に意識できるようにしました。
　【例】第2～6学年　上巻巻頭

●充実した算数的な活動を設けるとともに，児童の解決過程や答えを書き込む形式を教科書に記載し，より主体的な学習になるよう配慮しました。
【例】2上p.86-87／3下p.59／4下p.42／5下p.82／6上p.114　など

●第2学年以降の各上下巻の巻末に,学んだ定義などをまとめて掲載し．児童がいつでもふりかえって使えるようにしました。

●〈たしかめ道場〉（評価問題）では，関連する本文のページを示して，児童自らフィードバックできるようにしました。また，第4学年以上は〈たしかめ道場〉の解答を，第2学年以上は「もっと練習」の解答を教科書に掲載し，自学の際にも役立てることができるようにしました。

●「あじろ綴じ」という製本形式の採用によってページが左右いっぱいに開き，書き込みなどの作業がしやすいよう工夫をしました。

	
	②実際の授業を想定した紙面構成がされているか。
	②実際の授業を想定し，1時間の分量や授業の区切りなどを考慮して紙面を構成しています。
	●1時間の授業の分量を勘案し，原則として授業の区切りがページの途中にこないように配慮しました。

●時間毎にテーマとなる主問題[　　]（[　　]）と，練習問題[　　]を設定し，学習の流れがとらえやすいようにしました。

	
	③実生活と算数との関連を意識できるよう工夫されているか。
	③数理的な見方やそのよさを感得できるように，児童の身近な事象や題材を積極的に取り上げています。
	●「学びをいかそう」の中でも,「さがしてみよう」の内容は，特に実生活との関連を意識できるようにしたものです。
【例】1年p.123／2上p.79／2下p.33／3下p.8-9／4下p.30／5上p.39／6上p.13　など
●日常生活の中で特に役に立つ見積もりや見当づけについては，第1学年～第3学年の「買えますか？買えませんか？」（品物がある金額で買えるか否かを判断する場面）を各1カ所ずつ設定しています。さらに第4学年以降には総合的な判断や計画を行うコーナーを各学年に2カ所ずつ設定し，その有用性が感じられるよう配慮しています。
●見積もりや見当づけは大きな間違いを防ぐという本来の趣旨をふまえ，ただ1通りの形式的な仕方に固定しないよう考慮しました。

	
	④児童が親しみやすく，学習意欲を喚起する工夫がされているか。
	④子どもたちの関心・意欲を引き出し，主体的な学習を促す様々な工夫をしています。
	●みらいさん，つばささんなどの子どもたちといっしょに学習を進めていく同級生を設定し，疑問や考えなど共感が持てるよう，またそれが考えのヒントにもなるよう，彼らのつぶやきを吹き出しで示しています。
●さらにヒントや考え方の方向を示すキャラクター〈えんぴつくん〉を配置しています。

	
	⑤学習すべき内容がわかりやすくなるよう配慮がされているか。
	⑤これから学んでいくことが概観できるように，目次の表示や課題設定文を配慮しています。
	●目次では「これまでに学んだこと」「この本で学ぶこと」「学びをいかそう」の3つの項目に分けて，単元名を示しました。
【例】第2学年～6学年　目次
●各単元の導入部分にある「課題設定文」は，　　　　の囲みをし，学ぶことのめあてがはっきりつかめるように配慮しています。

	6
絵
図
・
写
真
な
ど
	①臨場感のある写真や算数的な活動や児童の理解にふさわしい挿絵や図などが効果的に使用されているか。
	①全体としては，すっきりとした落ち着いた紙面を心がけ，特に実生活の様々な事象を提示する場面や子どもたちに活動を促す場面では，積極的に写真を用いて臨場感を高めるようにしています。
	●作業活動や調べ活動などの場面では，児童が生き生きと活動している臨場感のあふれる写真を効果的に使用するとともに，活動がイメージしやすいよう配慮しました。
【例】1年p.30-31／3下p.28-29／4上p.90　など
●単元の導入時など効果的な場面では，生活に密着した身近な場面をダイナミックなカラー写真で提示しました。
【例】5上p.6-7／6上p.6-7　など
●挿絵についても，児童が興味を持ち楽しい活動がイメージできるよう，また，問題の理解や解決に役立ち，ヒントになるよう，学年の発達を考慮しながら，メルヘン風，実写風など様々なタッチのものを採用しました。　【例】1年巻頭／2上p.87／3下p.2-3／4上p.60／5下p.36-37／6上p.64-65　など

	
	②図やシェマについても発達段階をふまえて系統的に扱われているか。
	②数のシェマ，及び，テープ図や線分図，表など有効な図についても，学年を追って系統的に扱っています。
	●数や計算の意味理解などの場面に用いるシェマは，20までの数については〈数図ブロック〉を基本とし，具体物・半具体物・数字の関係をとらえて数観念が身につくようにしています。一方，記数法的な見方が必要となる大きな数については，〈計算棒〉で束をつくる・くずすという児童の主体的な操作と繰り上がり・繰り下がりを対応させながら数や計算の理解ができるように配慮しました。
【例】1年p.6-28，55-61，78-83，94-99，114-134／2上p.18-25，40-46　など

●問題解決の際に有効にはたらくテープ図や線分図，表などのような図のかき方については単発的に扱うのではなく，おもに〈考えを広めよう，深めよう〉(思考法)の中で段階を追って系統的に扱いました。特に演算決定の際に用いる2本の数直線の図については，第3学年の分数単元から系統的に扱い，第5,6学年では巻末にそのかき方を詳しく示しました。
【例】3下p.44／4下p.70-71／5上p.33，47，146，147／6上p.28，42，158，159
●児童によって考えやすい図も異なるため，表，線分図や数直線図など様々な図を扱い，特定のものだけを取り上げないように，個に応じた配慮をしました。

●数の相対的な大きさに着目する場面では〈おかね〉をシェマとして取り上げ，個数に着目した相対的な見方がしやすいように配慮しました。
【例】１年p.122／2上p.70-71／2下p.79／3上p.26-27／3下p.14／4上p.21／4下p.97-99　など

	
	③引用されている資料は正確で新しいものになっているか。
	③統計資料・写真は可能な限り最新のものを使用しています。
	●統計資料は，子どもたちに馴染みやすいものを選び，算数科の指導目標に合った正確で新しいものを用いました。
【例】3下p.65／4上p.38-39／5下p.88-89／6上p.144　など

	7
表
記
・
表
現
	①文章表現は，読みやすく，意味がとらえやすいようになっているか。
	①意味がとらえにくく，色々な意味にとれるあいまいな表現を避け，正確で丁寧な文章表現にしています。
	●数学的な厳密性よりも，児童にとって直観的にとらえやすく，わかりやすい定義を採用しています。
【例】3上p.33「円」／5下p.42「割合」など

	
	②漢字や仮名遣いなどの扱いは国語科との関連が配慮されているか。
	②当該学年の配当漢字までを扱い，単元初出の場合は振り仮名をつけています。
	●漢字は原則として，当該学年の配当漢字を扱い，単元初出の際に振り仮名をつけています。算数用語についても必要な場合には振り仮名をつけています。なお，カタカナは第1学年の3学期から，ローマ字は第4学年から使用するようにしています。

	8
印
刷
・
造
本
	①文字，挿絵，写真など，色彩は鮮明に印刷されているか。
	①文字の大きさや字体，行間などは児童の発達段階を考慮して読みやすいように配慮しています。また，印刷は鮮明で，色彩については，目に優しい中間色を基調にしています。
	●文字は国語科との関連も考慮して教科書体を基本とし，ボディが広くて読みやすい肉厚の字体を使用しています。算数用語や強調すべき箇所については太字体を使用していますが，いずれも書写指導と食い違いが起こらない字体を採用しました。

●文字の大きさは，児童の発達段階を考慮して，低学年ほど大きく高学年になるにつれて徐々に小さくなるようにしています。また，文字間や行間についても読みやすいように設定しました。

●挿絵や写真の上に文字が載る場合には，文字の背景やまわりを白くするなどの処理を施して読みやすいように配慮しました。

●色彩はCUD(カラーユニバーサルデザイン)の観点から，色覚の個人差を問わず，色だけで判断する問題をやめ，見分けることが困難な配色をやめました。【例】1年p.5 数図ブロック／2上p.35問題1など
●用紙は白色度を抑え，光を反射しないものを採用し，長時間見つめても目に負担がかからないように配慮しました。

	
	②製本は使いやすい配慮がされているか。
	②製本は，実際に児童が教科書を使って様々な活動をすることを考慮して堅牢で使いやすい工夫をしています。
	●長期間の使用に耐え得るように，きわめて堅牢に製本しています。

●教科書を使った作業がしやすいように，ページを左右いっぱいに開くことのできる「あじろ綴じ」製本形式を採用しました。

●表紙は汚れにくくて丈夫な加工をしています。

	
	③紙面構成についてどのような配慮がされているか。
	③紙面にゆとりを持たせ，読みやすくわかりやすいように配慮しています。
	●紙面を文字でぎっしり埋めずに写真や挿絵などを有効に活用し，書き込みスペースを多用するなど余白を十分に確保しました。

●低学年に比べて文字が小さい高学年では，ページ右端に〈ライトスペース〉を設けて1行の文字数を減らし
て見やすいように一定の余白を確保しました。

	
	④環境やアレルギーに対する配慮はされているか。
	④印刷・造本において，環境やアレルギーなどにも配慮しています。

	●環境に優しい再生紙や化学物質をおさえた大豆油インキを使用するなど，環境やシックスクールなどにも配慮しました。
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